
本日 

 

 

 

 

 

📚鈴鹿市子ども会議に出席しました📚 

８月２６日（土）に鈴鹿市子ども会議が市役所で

行われ、本校の代表として、６年生の三井美咲さん

が出席しました。市長、市議会議長、教育長をはじ

めとするたくさんの皆さんの前で、堂々と発表す

ることができました。発表内容は下記の通りです。 

今回の発表にご協力いただきました庄野ホタル

の会の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 学校教育目標 「ともに学び合い 心豊かに たくましく生きる子の育成」 

鈴鹿市立庄野小学校通信 

No.１１   

令和５年 ９月 １日 

「私の地域にある、庄野ホタルを知ってほしい」 
 私は、庄野にもホタルがいることを庄野以外の人にも知ってもらいたいです。４年生の時、ホタ
ルを守ってくれているホタルの会の皆様に熱心にホタルの生涯、エサなどのことを教えていただき
ました。庄野ではそれだけ大切にホタルを育てています。それにも関わらず、インターネットで「庄
野 ホタル」と調べると庄内のほたるの里のことが出てきます。実際にはどうなのでしょうか。ア
ンケートにご協力いただいたのは栄小学校６年生２１人の皆さんです。結果は庄野ホタルのことを
知らない人が１７人、知っている人が４人で庄野ホタルのことを知らない人が多いということが分
かります。知っている理由は、 
・よく庄野に行くから 
・毎年行っているから 
・家族と庄野にホタルを見に行くから 
という理由が多かったです。 
 では、庄内のほたるの里はどうなのでしょうか。結果は、２１人中、知らない人が１６人、知って
いる人が５人で、ほとんど変わりがないものの知っている人が少し多いということが分かりました。 
 私自身、一度、庄内のほたるの里にも行ったことがあるのですが、庄野のホタルの会とあまり変
わりませんでした。でも、庄内のほたるの里のほうが、来ている人の数が多かったので、私は不思
議に思いました。そこで、これを調べるきっかけになった庄野のホタルの会の方達に、どんな活動
をしているか、これからどのような活動をしていくのかについてお話を伺いました。 
 加藤さんによると、今、庄野のホタルの会としては活動していないそうです。私の生まれるちょ
っと前まではお祭りがあったそうですが、ホタル泥棒にあってしまったため、それ以来泥棒が来に
くいように宣伝をせず、昔から来てくれている人や地域の人などに「今年も飛んでいるよ。」などと
声をかけています。これからも、あまり公にせず、いつも来てくれている人たちに楽しんでもらえ
たらいいそうです。 
 私は、庄野のきれいなホタルを大切にしながら、楽しんでもらいたいので、庄野の大切な自然を
保護していくための方法を一緒に考えていってほしいです。 
 ぜひ、庄野の大切にしているホタルを見に来てください。 
 これで終わります。 



📚夏休み ふれあい読書📚 

 保護者の皆様と一緒に夏休みに取り組んだ「ふれあい読書」の感想を一部紹介させていた

だきます。保護者の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 〈児童の感想から〉 

・日本の歴史を少しでも知りたくて、頑張って読んだ！面白いし、すごくわかりやすかった。 

・普段、あまり本を読まないので、夏休みに本を読み、少し本が好きになった気がする。 

・本を読むことでリラックスできて、すごく穏やかな雰囲気になった。 

・色んな本を読んで楽しかった。お母さんと一緒に読書感想文の本を読んだのが面白かった。 

・色んなジャンルの本を読むことができた。いとこに私が読み聞かせをしてあげた本も何回 

も年少の時に読んだけれど、一緒に読むとちょっと感じ方が違って面白いと思った。 

 〈保護者の方の感想から〉 

・楽しく本を読んでいるので、これからもたくさん本を読むといいなぁと思う。 

・小説を読んで感動している姿が見られた。成長しているなぁと感じさせられた。本を読む 

ことは大事なことなので、読み続けてほしいと思う。 

・「ウォーリーをさがせ」を久しぶりに真剣に探し合ってとても楽しかった。この機会に本 

を通しての触れ合いができてよかった。 

・今回、悲しい話や楽しい話など、色々なジャンルの本が読めた。これからもたくさんの種 

類の本を読んでいって欲しい。 

・お互い本を読み合い、文字を読むスピードが速くなったなぁと感じた。 

・読書を楽しんだり、夢中になって読んだりしている姿を見て、成長を感じた。 

 

📚いかのおすし📚 

 防犯協会から、「連れ去り防止」のための新しいポスターが届きました。 

 児童の皆さん、これを機会に、再確認しましょう。 

 ・知らない人についていかない。 

 ・知らない人の車にのらない。 

 ・助けてとおおごえを出す。 

 ・こわいときは、すぐにげる。 

 ・何かあったらおうちの人や先生にすぐにしらせる。 

 

※知っている人でも、その予定でない時は、安易について行ったり、車に乗ったりしては 

危険です。 


